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日
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会
場 

 

下
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館
ホ
ー
ル 

講
師 

 

大
浦
舟
人 

（
栃
木
県
書
道
連
盟
副
会
長
） 

下
野
市
書
道
連
盟
講
話
会 

黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑 

郷
土
で
育
て
る
書
文
化 

１ 
 

下
野
市
に
遺
る
名
碑 

亀
田
鵬
齋
書 



黄
梅
寺
（
お
う
ば
い
じ
）

跡 
 

黄
梅
寺
は
江
戸
湯
島
霊
雲
寺
（
真
言
律
宗
）
の
末
寺
で
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一

～
七
二
）
に
本
吉
田
を
知
行
し
た
旗
本
松
前
氏
（
松
前
泰
広
）
の
祈
願
寺
と
し
て

深
玄
律
師
が
開
基
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
明
治
４
年
（
一
八
七
一
）
の
「
黄
梅
寺

境
内
麁
（
そ
）
絵
図
」
に
よ
る
と
、
境
内
に
は
本
堂
、
経
蔵
、
供
養
塔
、
宝
篋
印

塔
、
弁
天
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治 

22 

年
（
一
八
八
九
）
に
吉
田
村
が
成
立

す
る
と
、
境
内
に
明
治
31
年
（
一
八
九
八
）
ま
で
吉
田
村
役
場
が
置
か
れ
、
庁
舎

は
本
堂
や
不
動
堂
と
と
も
に
平
成
初
期
ま
で
残
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
廃

寺
と
な
っ
て
い
る
。
旧
境
内
に
は
亀
田
鵬 

齋
書
「
黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
」 

と
石
造
の
宝
篋
印
塔
が
往
時
を
偲
ば
せ
て 

い
る
。
宝
篋
印
塔
は
高
さ
4.

7
ｍ
で
、 

石
造
の
も
の
と
し
て
は
比
較
的
大
型
で
市 

内
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
蓮
華
の
請
花
上 

部
２
段
目
の
基
礎
四
面
に
は
「
享
保
二
十 

星
紀
乙
卯
仲
春
鬼
宿
日
」
と
あ
り
、
享
保 

 

20 

年
（
一
七
三
五
）
に
造
立
さ
れ
た
こ 

と
が
わ
か
る
。 

現
在
の
黄
梅
寺
跡
地
。
荒
寥
と
し
た
空
き

地
に
放
置
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
、
黄
梅
寺
第

四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
、
柘
植
の
木
が
栄

枯
盛
衰
の
感
傷
を
誘
う
。 

※

宝
篋
印
塔
と
は
墓
塔
・
供
養
塔
な
ど 

 
 

 

に
使
わ
れ
る
仏
塔
の
一
種
で
、 

「
宝
篋
印
陀
羅
尼
」
（
呪
文
）
を
内
に 

 

 

収
め
た
供
養
塔
を
い
う
。  

 







黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
八
一
七
年 

 

下
野
市
本
吉
田
） 



黄
梅
寺
第
四
世
光
雲
和
尚
壽
藏
碑
（
一
八
一
七
年
）

の
拓
影
（
二
面
か
ら
） 









  亀
田 

鵬
斎
（
か
め
だ 

ぼ
う
さ
い 

一
七
五
二
年
～
一
八
二
六
年
） 

  

徳
川
中
期
の
儒
者
。
寶
暦
二
年
十
月
四
日
〈
九
月
十
五
日
と
も
）
江
戸

神
田
に
生
ま
れ
る
。
名
は
長
興
（
略
し
て
興
と
い
う
）
、
字
は
穉
龍
、

初
め
は
名
は
翼
、
字
は
圖
南
と
い
う
。
鵬
齋
ま
た
は
善
身
堂
と
號
し
た
。

幼
名
は
彌
吉
、
後
に
文
左
衛
門
と
稱
し
た
。
長
じ
て
井
上
金
峨
に
学
び
、

二
十
餘
歳
に
し
て
業
を
市
中
に
開
き
、
赤
坂
日
枝
神
社
の
側
、
駿
河
臺
、

本
所
出
村
、
根
岸
な
ど
に
居
を
轉
じ
、
文
化
の
初
め
よ
り
下
谷
金
杉
に

住
し
、
文
政
九
年
三
月
九
日
、
同
所
に
歿
し
た
。
年
七
十
五
。
遺
骸
は

淺
草
今
戸
正
福
寺
に
葬
る
。
人
と
な
り
豪
宕
不
覇
に
し
て
、
學
は
百
家

を
博
綜
し
て
、
識
見
甚
だ
高
か
っ
た
。
鵬
齋
の
儒
学
の
師
は
井
上
金
峨

だ
が
、
書
の
師
匠
は
三
井
親
和
と
い
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

「
亀
田
三
先
生
傳
實
私
記
」 



亀
田
鵬
齋
「
題
倪
雲
林
山
水
図
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

雲
林
山
水
図
を
み
て
題
す 

※

倪
は
睨
に
通
ず 

青
唯
好
嶂
聳
天
際 

渺
々
平
湖
咫
尺
間
。 

清
酒
三
盃
洗
塵
眼 

幽
人
閑
看
雲
林
山
。 

青
な
る
は
こ
れ
嶂
聳
の
天
際
を
好
し
と
す
。 

渺
々
た
る
平
湖
、
咫
尺
の
間
。 

清
酒
三
盃
す
れ
ば
塵
眼
を
洗
い
、 

幽
人
は
閑
か
に
し
て
雲
林
山
を
看
る
。 

嶂
聳…

高
く
険
し
く
そ
び
え
る
山 

渺
々…

広
い
水
（
湖
面
） 

平
湖…

浙
江
省
嘉
興
市
に
平
湖
市 

咫
尺…

し
せ
き
、
わ
ず
か
な
距
離 

 
 

 

空
と
湖
面
と
の
距
離
を
さ
す 

幽
人…

世
を
避
け
た
人 

［
観
星
楼
所
蔵
］ 



「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
3 

 
 

「
陸
亀
蒙
詩
『
襲
美
見
題
郊
居
十
首
、
因
次
韻
酬
之
以
伸
榮
謝
」
10 

 
 

倭
僧
留
海
紙 

山
匠
制
雲
床
。 

懶
外
應
無
敵 

貧
中
直
是
王
。 

池
平
鷗
思
喜 

花
盡
蝶
情
忙
。 

欲
問
新
秋
計
、
菱
絲
一
畝
強
。   

疏
慵
真
有
素 

時
勢
盡
無
能
。 

風
月
雖
為
敵 

林
泉
幸
未
憎
。 

酒
材
經
夏
闕 

詩
債
待
秋
征
。 

只
有
君
同
癖 

閒
來
對
曲
肱
。 

陸 

亀
蒙
（
り
く 

き
も
う
、? 

～ 

八
八
一
年
）
は
、
中
国
・
唐
の
詩
人
。
字
は
魯
望
。 

皮 

日
休
（
ひ 

じ
つ
き
ゅ
う
、
八
三
〇
年
代 

～
八
八
三
年
）
は
、
中
国
・
唐
の
詩
人
・ 

 
 

 

 
 

 
 

 

革
命
的
社
会
派
の
学
者
。
字
は
襲
美
。
友
人
に
、
同
年
代
の
詩
人
で
あ
る 

 
 

 
 

 

陸
亀
蒙
が
お
り
、
二
人
を
合
わ
せ
て
皮
陸
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/881%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%94%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%97

